
リン酸緩衝生理食塩水（PBS）溶液
リン酸緩衝生理食塩水（PBS）は、生物学および化学の研究において広く使用されている緩衝液である。組織処理や細胞培養を含む様々な実験手順において、pHバランスと浸透圧の維持に重要な役割を果たしています。当社のPBS溶液は、あらゆる実験において安定性と信頼性を確保するために、高純度成分を用いて細心の注意を払って調合されています。当社のPBSの浸透圧とイオン濃度は、人体の浸透圧に近いため、ほとんどの細胞に対して等張で無毒です。

PBS溶液の組成

当社のPBS溶液は、超高純度グレードのリン酸緩衝液と生理食塩水をpH調整したものです。1倍濃度で、以下を含む：

8000 mg/L 塩化ナトリウム（NaCl）
200 mg/L 塩化カリウム（KCl）
1150 mg/L 二塩基性無水リン酸ナトリウム (Na2HPO4)
200 mg/L 無水リン酸一塩基性カリウム (KH2PO4)

この組成により、最適なpHとイオンバランスが確保され、幅広い生物学的用途に適しています。

PBS溶液の用途

当社のPBS溶液は、生物学研究における様々な用途に最適です。等張で無毒性であるため、物質の希釈や細胞容器の洗浄に適しています。EDTAを含むPBS溶液は、付着・凝集した細胞の剥離に効果的です。しかし、亜鉛のような二価の金属は沈殿の原因となるため、PBSに添加すべきではない。このような場合は、Good's緩衝液を推奨する。さらに、当社のPBS溶液は、SARS-CoV-2を含むRNAウイルスの輸送および保存のためのウイルス輸送培地の代替品として許容される。

品質管理

無菌ろ過

保管および保存期間

遮光し、+2℃～+25℃で保存する。
開封後は2℃～25℃で保存し、24ヶ月以内に使用してください。

出荷条件

周囲温度

メンテナンス

冷蔵で+2℃～+8℃の暗所に保管する。製品の品質を低下させるため、凍結や+37℃への頻繁な加温は避けてください。
培地を37℃以上に加熱したり、電子レンジのような制御されていない熱源を使用しないでください。
培地の一部のみを使用する場合は、必要な量を取り出し、室温まで温めてから使用してください。

組成

カテゴリー 成分 濃度(mg/L)

塩類 塩化カリウム 200

無水リン酸一塩基性カリウム 200

塩化ナトリウム 8000

無水リン酸二塩基性ナトリウム 1150
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